






1.研究の概要

　平成 8 年度より新たに発足した本研究を分担する原ひろ子班では、24～45 歳までの年

齢層にある女性に焦点をあて、従来の「健康」概念とはやや異なる広い視点で「生涯を通

じた女性の健康」を見つめながら、「医療」と「医療」以外の領域を含めた「生活空間」

における女性の健康の望ましいあり方について考察・検討していくことを目的としている。

その際、生活する女性の視点を重視して研究を進めてきた。

　昨年度は、リサーチクェスチョン(下記①・②)について、国内外の文献調査、および医

療機関や NGO の関係者への面接調査を実施した結果、①については、医療機関や関連 NGO

への訪問調査により、ひとりで課題や問題を抱え、孤立感をもっている女性にとって、「女

性の健康に関する効果的ネットワーク」につながるということは、その健康に関する課題

や問題に対処すべきか否かを考え、行動する力をつけていくことであることが明確になっ

た。さらに、社会的ハイリスク妊産婦への支援について、医療機関内での診療科、スタッ

フ職種の粋を越えたカンファレンスの場の必要性と有効性が見出された。②については、

「望まない妊娠」を引き起こす背景として、男性との関係を含めた、当事者の社会的・文

化的・心理的背景について丁寧な検討を行う重要性を指摘した。


